
日頃より本校の教育活動にご理解ご支援を賜り、心より感謝申し上げます。

さて、学校通信１号でもお伝えしましたが、昨年度より本校はコミュニティ・スクールへと移行しま

した。コミュニティ ・スクールは、学校や地域、保護者の皆さんがともに知恵を出し合い、学校運

営に意見を反映させることで、一緒に協働しながら子ども達の豊かな成長を支える学校のことで

す。「地域とともにある学校づくり」を進める法律（地教行法第47条の5）に基づいた仕組みです。

先日、学校運営協議会及び地域学校協働活動推進委員会を開催し、本年度の取り組みが決

定いたしました。今回はその内容についてお伝えします。

一つ目は、学校や地域、保護者の皆さんが協働していくための共有構想です。それぞれが同

じ考えを共有し、役割をもつことが、北小の子ども達の豊かな成長へとつながると考えます。

二つ目は、コミュニティ・スクールとしての本校の活動です。昨年度同様、学校運営協議会及び

地域学校協働活動推進委員会を設け、地域の皆さんとの協働をすすめていきたいと考えます。

地域学校協働活動
地域との協働活動
各学年で年１回、授業での学習に地域の皆さんからのサポートをお願いする活動です。

大学との協働活動
表現活動や学習会補助で大学の学生さんからのサポートをお願いする活動です。

C・S通信（Ｎｏ．１）

令和５年５月 25日
筑後市立筑後北小学校

（文責 校長 松尾 泰弘）

通巻 ７ 号

学校 地域
筑後市教育委員会

学校運営協議会委員
及び地域学校協働活動
委員の委嘱

地域住民等と学校との連携
協力体制の整備、普及啓発
活動等を行う。

地域コーディネーター
学校と地域が組織的に連携・
協働するための連絡調整

地域住民北小コミュ
ニティ

学校運営やその運営に
必要な支援に関する
協議等

コミュニティ・スクール

大学との協働活動

地域との協働活動

大学職員

地域サポーター

学校の教育活動への
地域からの支援に関
する協議等

学校運営協議会 地域学校協働活動
推進委員会

コミュニティ・スクール筑後北小学校の活動

大学学生

コミュニティ・スクール筑後北小学校の地域・家庭との共有構想

令和４年度 共有スローガン

学 校

地 域家 庭

育てよう！地域を愛し、力を合わせて伸びようとする子ども

地域を愛するとは

地域の「ひと・もの・こと」
に関わりながら、筑後北小校区
に愛着を持ち、誇りを感じる
ことである。

力を合わせて伸びようとする
とは
自他のよさを認め合いながら、

助け合ったり、力を合わせたり
して、みんなで一緒に伸びようと
することである。

教育力のある学校

基本的生活習慣を
身に付ける家庭

子どもに関わり共有
する地域

子どもを鍛えて、ほめて
伸ばす学校

子どもをほめて、励まし
認める家庭

子どもをほめて、励まし
認める地域

めざす姿 互いに支え合う子育て めざす姿 生き生きとした地域

めざす姿 つながりのある学校
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氏 名 （敬称略） 地域学校協働活動推進委員 備考

篠原 弘 ※地域コーディネーター（地域） ○ 会長 校区コミュニティ協議会推薦
主任児童委員

高井良真理子 ○ 校区コミュニティ協議会推薦

山田 俊之 ※地域コーディネーター（大学） ○ 九州大谷短期大学教授

工藤 保德 ○ 副会長 社会体育指導員

緒方 幸博 ○ 主任児童委員

西坂 ヨシヱ ○ 社会教育委員

棚町 陽一 ○ 該当年度 PTA 会長

志牟田圭一 筑後北中学校校長

松尾 泰弘 ○ 筑後北小学校校長

中村 玲花 ※学校コーディネーター ○ 筑後北小学校教頭

募集期間 ７月７日（金）まで
受付場所 筑後北校区コミュニティ協議会 事務局（担当 平田 さん）
電話番号 0942 52-7090 時間帯 9:00～17:00

電話で申し込みをお願いします。（火曜日・日曜日を除く）

※内容等の問い合わせ 筑後北小学校 教頭 中村 玲花 （0942 52-2468）

お忙しい中でのお願いになりますが、北小の子ども達の豊かな成長のため宜しくお願いします。

この通信は２ヶ月に１回（奇数月）に発行し、皆さんに活動についてお伝えします。

学年 日時 教科 募集人数

10名

３名

消防団

２名

３名

２名

６名

12月15日（金）

10:40～12:15

10月18日（水）

9:35～11:25

10月25日（水）

自分達が考える筑

後市のよりよい未

来について、発表

する。

サポートをいただく内容

昔の遊びを教えながら、

子ども達と一緒に遊ぶ。

（こま、おはじき、お手

玉、あやとりなど）

各グループに１名ずつ入

り、施設について教える

とともに、安全に見学

するための補助をする。

地域の安全のための活動

についての話をしたり、

実物の提示をしたり、

質問に答えたりする。

設備や活動等について

説明をする。

水辺公園の現状や課題

（活動していること、

困っていること）等に

ついて話をする。

子ども達の発表に対する

助言などをする。

（内容についての感想で

も結構です。）

自然災害に

そなえる

まちづくり

わたしたちの

水辺公園を

まもろう

町の未来を

えがこう

町の幸福論

学習内容

昔の遊びを知り、

地域の方と交流し

たり、工夫したり

して遊ぶ。

Ａ：大石フルーツ

と水辺公園

Ｂ：西牟田駅

Ｃ：チクロス

を見学する。

消防団の方が地域

の安全を守るため

に活動されている

ことを見聞する。

災害にそなえての

設備や使用、バリ

アフリーについて

の工夫等について

見聞する。

自分達の地域に

ある水辺公園での

課題について見聞

する。

単元

むかしからの

あそびを

たのしもう

とび出せ

町の探検隊

地域の安全を

守る

６年生

生活

生活

社会

社会

総合

総合

国語

９月 8日（金）
または、15日（金）

9 月 1 日（金）

14:05～15:40

11月 7 日（火）

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

9:35～11:25

10:40～12:15


